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景
況
感
2
期
ぶ
り
に
小
幅
改
善

非
製
造
業
は
飲
食
業
を
中
心
に
改
善

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
7
～
9
月
期
）

業況判断DI（「良い」-「悪い」）

当
金
庫
が
行
っ
た
2
0
2
2
年
7
月

～
9
月
期
の
中
小
企
業
景
気
動
向
調
査

の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
期
間
は
8
月
19
日
か
ら
9
月

5
日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

1
0
0
3
社
。
回
答
数
9
0
6
社
。（
回

答
率
90
・
3
%
）

業 

況
企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
マ

イ
ナ
ス
31
・
2
。
2
四
半
期
ぶ
り
に
改

善
し
た
。

製
造
業
は
前
回
調
査
に
比
べ
2
・
0

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、
マ
イ
ナ
ス
43
・

6
。
4
四
半
期
連
続
の
悪
化
。
非
製
造

業
は
6
・
3
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
マ
イ

ナ
ス
22
・
2
。
飲
食
業
や
建
設
業
の
改

善
幅
が
大
き
く
、
2
四
半
期
ぶ
り
の
改

善
と
な
っ
た
。

‐
製
造
業
‐

自
動
車
部
品
は
マ
イ
ナ
ス
72
・
0
と

な
り
、
0
・
8
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が

依
然
厳
し
い
状
況
。
慢
性
的
な
半
導
体

不
足
に
加
え
、
原
材
料
及
び
光
熱
費
の

高
騰
が
企
業
の
収
益
を
圧
迫
し
て
お

り
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
の
減
産
も
響
い

た
。機

械
器
具
部
品
は
6
・
4
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、
マ
イ
ナ
ス
21
・
1
。
2
期
連

続
の
改
善
。
し
か
し
、「
原
材
料
高
を

販
売
価
格
に
十
分
転
嫁
で
き
て
い
な

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

繊
維
製
品
は
マ
イ
ナ
ス
50
・
0
と
な

り
、
2
四
半
期
ぶ
り
の
悪
化
。
悪
化
幅

は
全
業
種
の
う
ち
最
大
の
マ
イ
ナ
ス

28
・
2
ポ
イ
ン
ト
。
原
材
料
な
ど
の
高

業種別天気図（数値は業況判断DI）

〔天気マークの見方〕

DI ▲50.0 ▲5.0 5.0 50.0

業　種 4～6月期
（前回）

7～9月期
（今回）

10～12月期
（見通し） 業　種 4～6月期

（前回）
7～9月期
（今回）

10～12月期
（見通し）

全産業
	▲	34.0 	▲	31.2 	▲	21.8

印　刷
	▲	75.0 	▲	55.6 	▲	44.5

製造業
	▲	41.6 	▲	43.6 	▲	21.2

食料品 	▲	21.7 	▲	23.8 	▲	19.0

非製造業
	▲	28.5 	▲	22.2 ▲	22.2 卸売業

	▲	25.3 	▲	28.9 	▲	27.5

自動車部品
	▲	72.8 	▲	72.0 	▲	19.6

小売業
	▲	44.5 	▲	38.7 	▲	41.0

機械器具部品
	▲	27.5 	▲	21.1 	▲	13.8

飲食業
	▲	73.1 	▲	52.2 	▲	56.6

金属製品
	▲	24.2 	▲	40.0 	▲	36.7

建設業
	▲21.9 	 ▲	6.0 	 ▲	5.5

窯業・土石
	▲	42.9 	▲	58.8 ▲	41.2 不動産業

	 3.3 	 3.0 	 ▲	9.4

木材・木製品
	▲	71.4 ▲62.5 ▲	50.0 運輸業

	▲	39.4 	▲	37.5 	▲	25.8

繊維製品 ▲	21.8 ▲	50.0 ▲	31.9 サービス業
	▲	26.2 	▲	25.0 	▲	24.4

騰
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

金
属
製
品
、
窯
業
・
土
石
、
食
料
品

は
悪
化
。
木
材
・
木
製
品
、
出
版
・
印

刷
は
改
善
し
た
。

‐
非
製
造
業
‐

卸
売
業
は
3
・
6
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

て
マ
イ
ナ
ス
28
・
9
。
食
品
卸
は
改
善

し
た
も
の
の
、
農
畜
水
産
物
卸
や
機
械

器
具
、
建
材
卸
は
小
幅
の
悪
化
と
な
っ

た
。小

売
業
は
マ
イ
ナ
ス
38
・
7
。
5
・

8
ポ
イ
ン
ト
改
善
と
な
っ
た
。
重
点
施

策
と
し
て
「
宣
伝
・
広
告
を
強
化
す
る
」

を
掲
げ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

飲
食
業
は
20
・
9
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

マ
イ
ナ
ス
52
・
2
。
改
善
幅
は
全
業
種

の
う
ち
最
大
。「
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
、
売
上
が
増

加
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

建
設
業
は
マ
イ
ナ
ス
6
・
0
。
15
・

9
ポ
イ
ン
ト
改
善
。
大
雨
に
よ
る
災
害

対
応
の
工
事
が
増
え
た
事
業
者
や
、
官

公
庁
案
件
の
受
注
が
増
え
た
事
業
者
な

ど
が
あ
っ
た
。
人
手
不
足
に
頭
を
悩
ま

す
企
業
が
多
い
。

不
動
産
業
は
3
・
0
。
全
業
種
の
な

か
で
唯
一
プ
ラ
ス
を
維
持
。
プ
ラ
ス
は

2
四
半
期
連
続
。
資
源
高
に
よ
り
住
宅

の
建
築
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、「
売

上
の
停
滞
・
減
少
」
を
課
題
と
し
た
企

業
が
増
加
し
て
い
る
。

運
輸
業
は
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
マ
イ
ナ
ス
37
・
5
。
依
然
と
し
て

燃
料
価
格
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
。
重
点
施
策
と
し
て
「
販
路
を
広

げ
る
」
と
回
答
し
た
事
業
者
が
大
幅
に

増
加
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
マ
イ
ナ
ス
25
・
0
と

な
り
、
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
た

だ
、
法
人
向
け
は
改
善
し
た
も
の
の
、

個
人
向
け
は
悪
化
し
た
。

見
通
し

業
況
判
断
見
通
し
D
I
は
、
全
産

業
で
マ
イ
ナ
ス
21
・
8
。
9
・
4
ポ
イ

ン
ト
改
善
す
る
。
製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス

21
・
2
、
非
製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス
22
・

2
と
な
る
見
通
し
。

製
造
業
で
は
大
幅
な
改
善
見
通
し
で

あ
る
が
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や

資
源
価
格
の
高
騰
、
日
米
金
利
差
に
よ

る
大
幅
な
円
安
の
進
行
な
ど
、
懸
念
材

料
も
多
い
。

▲ 80
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→
予想

製造業非製造業

全産業

↑良い

↓悪い

（％ポイント）
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最近の経済動向 特別調査

中小企業におけるSDGsへの取組状況

世界的にSDGsの気運が高まっている。中小企業の経営者はSDGsについてどのように考え
ているのか、アンケートを行った。調査期間は8月19日から9月5日。調査対象はお取引先企業
1003社。回答社数906社。（回答率90.3％）

SDGsについての認知度

特 別 調 査

9
割
弱
が
認
知

S
D
G
s
に
つ
い
て
企
業
が
ど
の

程
度
認
知
し
、
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て

い
る
の
か
。

「
内
容
ま
で
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
企
業
は
23
・
3
％
、「
意
味

は
あ
る
程
度
分
か
る
」
と
し
た
企
業
は

63
・
4
％
と
な
り
、
9
割
弱
の
企
業
が

S
D
G
s
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
る

結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、「
名
前
し
か

知
ら
な
い
」
と
し
た
企
業
も
11
・
5
％

あ
っ
た
。

ま
た
、
S
D
G
s
に
つ
い
て
ど
こ

か
ら
情
報
を
得
て
い
る
か
と
の
問
い
に

対
し
て
は
、
68
・
0
％
の
企
業
が
テ
レ

ビ
や
新
聞
等
と
い
っ
た
「
報
道
機
関
」

認
知
度
と
情
報
源

と
回
答
し
て
お
り
、
次
い
で
「
金
融
機

関
」
が
10
・
3
％
と
な
っ
た
。

業
種
別
の
回
答
で
は
、「
同
業
者
団

体
」
と
答
え
た
割
合
は
多
く
の
業
種
が

10
％
未
満
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
自
動

車
部
品
製
造
業
に
お
い
て
は
21
・
9
％

と
突
出
し
て
高
か
っ
た
。

自
社
の
取
組
み

省
エ
ネ
等
の
対
応
が
過
半

S
D
G
s
に
関
す
る
各
企
業
の
取

組
み
に
つ
い
て
複
数
回
答
に
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
省
エ
ネ
、
節
電
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
」
が
58
・
6
％

と
過
半
数
を
超
え
、「
再
生
資
源
等
の

活
用
、廃
棄
物
削
減
」が
31
・
0
％
、「
多

様
な
人
材
雇
用
」が
24・9
％
と
続
い
た
。

S
D
Gs
の
印
象

コ
ス
ト
削
減
が
4
割

S
D
G
s
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

印
象
を
企
業
は
抱
い
て
い
る
の
か
。
複

数
回
答
に
て
伺
っ
た
。

全
体
の
39
・
2
％
の
企
業
は
「
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
る
」
と
回
答
。
2
番

目
に
多
か
っ
た
回
答
は
「
従
業
員
の
士

気
向
上
、
採
用
容
易
化
に
つ
な
が
る
」

の
25
・
7
％
で
あ
っ
た
。

一
方
、「
コ
ス
ト
増
に
な
る
」
と
回

答
し
た
企
業
も
20
・
1
％
あ
っ
た
。

他
方
、「
グ
リ
ー
ン
調
達
、
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
有
害
物
質
の
削
減
」

（
0
・
7
％
）
や
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、

途
上
国
支
援
」（
0
・
5
％
）
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
は
僅
少
と
の
結
果
と

な
っ
た
。

不
動
産
業
に
お
い
て
は
、「
防
犯
や

防
災
等
」
と
回
答
し
た
割
合
が
37
・

5
％
と
な
り
、
他
業
種
に
比
べ
割
合
が

高
か
っ
た
。

ま
た
、「
取
組
み
は
し
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
は
19
・
8
％
で
あ
っ

た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
関
す
る
取
組
み

節
電
が
過
半
数
を
超
え
る

各
企
業
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
56
・
2
％
で

「
こ
ま
め
な
電
源
オ
フ
な
ど
電
気
使
用

量
の
削
減
」。
直
近
で
は
、
光
熱
費
の

高
騰
が
企
業
の
コ
ス
ト
増
に
も
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
節
電
の
意

識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
窺
え
る
。

次
に
多
か
っ
た
の
は
、
37
・
3
％

で
「
ゴ
ミ
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
」。
新
た
な
設
備
投
資
を
必
要
と
せ

ず
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
4

割
弱
の
企
業
が
実
施
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
た
。

期
待
す
る
サ
ポ
ー
ト

省
エ
ネ
対
応
や
研
修
が
上
位

S
D
G
s
に
つ
い
て
外
部
機
関
か

ら
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
す
る

SDGsについての情報源

［ 

お
取
引
先
の
声 

］

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取

組
が
進
展
し
た
こ
と
で
、イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
の
大
型
案
件
が
出
始
め
た
。

�

（
卸
売
業
）

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
脱
炭

素
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、現
実
的
に

は
省
資
源
や
節
電
の
域
を
出
て
い
な

い
。�

（
製
造
業
）

・
投
資
家
に
限
ら
ず
全
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
支
援
を
受
け
る

に
は
S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
が
必

然
だ
と
考
え
る
。�

（
卸
売
業
）

・環
境
対
策
の
製
品
に
つ
い
て
、日
本

人
は
認
知
度
が
低
く
価
値
を
認
識
し

て
い
な
い
た
め
、一
時
的
な
も
の
に

な
り
そ
う
。�

（
製
造
業
）

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
省
エ
ネ
対
応
」

が
33
・
3
％
と
最
も
多
く
な
っ
た
が
、

「
利
用
し
た
い
支
援
は
な
い
」
と
す
る

回
答
が
28
・
9
％
で
2
番
目
に
多
い
結

果
と
な
っ
た
。「
従
業
員
向
け
研
修
」

（
23
・
0
％
）
や
「
経
営
者
向
け
研
修
」

（
22
・
2
％
）
に
期
待
す
る
声
も
聞
か

れ
た
。

SDGsについて外部機関に期待するサポート

カーボンニュートラルに関する取組み

SDGsに取組むことについての印象

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

SDGsに関する取組み
（単位：％）

39.2

（複数回答）

コスト削減につながる

従業員の士気向上、採用容易化につながる

コスト増になる

16.8  自社が取り組むには経営資源が不足

16.8  新規顧客が獲得できる

8.6  取組まないと取引が切られる

6.0  本業がおろそかになる

3.7  自社には関係ない

3.5  その他

25.7

20.1

よく分からない 21.0

58.6省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用

31.0  再生資源等の活用、廃棄物削減、製品の修理

24.9  女性や高齢者、障碍者、外国人等の多様な人材雇用

23.6  ペーパーレス化、緑化・植林

17.5  研修の充実、働き方改革の実施

16.7  防犯、防災、寄付、まちづくり

8.2  水使用量削減、排水管理

0.7  グリーン調達、カーボンオフセット、有害物質の削減

0.5  フェアトレード、途上国支援

（複数回答）19.8  取組みはしていない

省エネ対応 33.3

利用したい支援はない 28.9

従業員向け研修 23.0

経営者向け研修

10.1 資金調達

9.1 各種認証制度取得

2.1 その他

12.7 多様な人材の雇用

15.8 自社取組みの認知度向上

16.6 働き方改革などの人事制度改定

22.2

（複数回答）

56.2

（複数回答）

こまめな電源オフなど電気使用量の削減

ゴミの削減やリサイクルの推進

取組んでいない

14.7  環境負荷の少ない原材料等の利用

13.8  電気自動車等、ガソリン車以外の導入

5.0  カーボンニュートラルにつながる商品の開発

3.5  脱炭素に関する研究や勉強会の実施

2.4  温室効果ガスに関する行動目標の設定

0.8  その他

37.3

24.6

19.2  太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入

（単位：%）

内容まで
よく知っている

23.3

意味は
ある程度分かる

63.4

名前しか
知らない
11.5

聞いたことがない
1.8

（単位：%）
報道機関
（テレビ、
 新聞等）
68.0 

国・地方自治体 5.8
商工会、商工会議所

6.3

金融機関
10.3

同業者団体
（元請け含む）
7.3

聞いたことが
ない 2.3
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